
発災後もまとまった降雨により越流を経験

・奈良県赤谷、和歌山県熊野において３回の越流を経験
・赤谷地区では、越流により堆積土砂が大幅に侵食されるとともに下流に設置した工事用道路が流出するなどの

被害が発生。住民を不安に陥れるとともに、工事の進捗を妨げた

平成２３年９月２２日１０時４５分頃撮影

○ 台風15号前後の堆積土砂侵食状況
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○ 降雨と湖水位の状況（9月19日～22日）

赤谷地区における雨量と水位
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台風15号

越流

時間雨量(mm) 水位（標高[m])

想定越流開始点標高 510m

想定越流開始点標高 504.5m～
505.5m

276mm
大塔観測所（奈良県）

流出土砂撤去
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赤谷越流 １０月１５日
（工事用道路・排水ホース流出）

堆積土砂の侵食



直轄砂防災害関連緊急事業の実施

・５箇所全ての河道閉塞箇所において、国による直轄砂防災害関連緊急事業を採択し、緊急的な対策に 着手
・排水ポンプを活用し、河道閉塞箇所の水位を低下させることで土砂災害の危険性を軽減
・また、降雨に伴い河道閉塞箇所に流れ込む流水を安全に流下させるための排水路を設置し、堆積土砂の侵食

を防ぐことで重大な土砂災害を未然に防止

熊野地区の例 北股地区の例 赤谷地区の例
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河道閉塞箇所湛水状況 （１０月１日）

埋め立て完了状況 （１２月５日）

河道閉塞箇所湛水状況 （１０月２６日）

埋め立て完了状況 （１２月２０日）

仮排水路設置状況 （１２月２０日）

防護土堤設置状況 （１２月９日）
ポンプ排水状況

ポンプ排水



河道閉塞対策工事の進捗と警戒区域等の解除

・山間地における対策工は、崩壊斜面からの土砂の崩落等二次災害の危険や陸路によるアクセスが出来ない作
業現場であり、安全かつ迅速に施工するため無人化施工や組立て式重機等の最新技術を活用し工事を実施

・熊野地区は埋め立てと仮排水路が完成したことにより「重大な土砂災害が想定される区域」が解消されたため警
戒区域等を 解除し、約３ヶ月ぶりに地元住民は帰宅し安息を取り戻した

・全５箇所において年度内の仮排水路の設置完了を目指し鋭意工事を推進

警戒区域解除を伝える新聞記事（H23.12.4 朝日新聞）
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平成23年9月11日撮影埋め立て前

平成23年11月29日撮影

埋め立て後

平成23年11月29日撮影

最新技術の活用 熊野地区埋め立て完了


